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バリ島の一週間

(インドネシアだよ})5)

西部ジャワの｢バンドン｣と同じように東部ジャワ

の古都｢マラン｣もまた美しく静かな高原のまちと

して有名である.そのマランの西北約20㎞標高約

1,200mにrバト｣と呼ばれる避暑地がある.避暑地

といえぱいかにも習いたくに聞こえるがジャワの生

活にこれらの避暑地がどれほど重要な役目をはたして

いるかはそこで生活したものでないと理解できたい.

とにかく私たちはめいめい1ヵ月あまりの酷暑地獄

にも似たフィｰノレドワｰクを終えてここrバト｣にて

再会2日間の滞在ですっかリ頭を冷やしたのだ.

1961年3月26目｢バト｣のホテル･サントソｰをあと

にした駒谷氏と私は運転手のスカンダをつれて一路

バリ島へとくるまを走らせていた.くるまはフィｰ

ルドで使用した英国製ジｰプ｢ランドロバｰ｣･3人共

着ているものはフィｰルド着であり顔は日焼けしてひ

どく黒い.だれが見てもこれが日本人コロンボプ

ラン専門家たちの休暇旅行しかも名にしおう世界の観

光地バリ島への旅と見てとれない.

バリ島への旅は普通シャカノレタあるいわスラバヤか

ら飛行機でとび立つ.そしてまたたく聞にテンパサ

ｰルの飛行場にスｰツケｰスを下げて降り立つのであ

る.ところが私たちはフィｰルドワｰクの延長に

1週間の休暇をとってフィｰルド用のくるまをバリ島

へ乗り入れようという考えだ.

バリ島の玄関ギリマヌックに上陸用舟艇で到着した

一行のランドｰ回バｰ(英国製ジｰプ)

菊池徹

ジャワ東部のノ･イウエイはすばらしい､けっして広

い道でもなく舗装も安っぽい.だが直線の多いこと路

面に信用がおける点でやはり第一級の道路といってよい

だろう.私たちのガタぐるまでもしぱしば時速100

㎞を越えてっっ走っていた.何といっても共に走

っているくるまの少ないことは日本の近郊では望み薄

いはなしである.左にマズラ海峡のなめらかな海面を

ながめ右ぽアノレコプロ山(3,088m)やラウン山(3,332

m)など日本の富士山にとてもよく似た姿の火山を見

ながらくるまはカンポン(部落)からカンポンヘと走

りっづけ夕刻バリヘの渡航場バニュワンギにたどり

つく.

バニュワンギはジャワ島東端海上はるかにバリ島を

望む小さな魚港だ.まず波止場に行ってバリ行きの

フェリｰボｰトの便を聞く.1目2～3往復している

そうだがきょうはもう既は終わりとにかく明朝ま

で待てという.インドネシア生活既に半年を経た私た

ちはrトゥングサジャ(待つだけさ)｣ということば

もあまり抵抗なしにでるようになっていた.フィｰノレ

ドワｰク中から調子のよくなか㌣,たランドロバｰのエン

ジンがここにきていよいよだめとはいえ部品屋が

あるわけでも匁くしかたなしに運転手のスカンダは汗

だくになってディストリビュｰタｰとスタｰタｰを分

解修理していた.

バリ島農村の風景�
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ところさすがに門のっくりや建物もヘ

バリの古寺に模してある.この宿に案

内したまちの子供が｢バリでのホテルは1

予約したのか?｡と聞く･ブルム(まだ㌧ヨΨ.圭

㌧

だ)｣と答えると｢それではサヤ(私)L∴≡

､し.

が電話しておいてやるから電話料をよこ'､

せ｣という.一応彼を信じて電話

をかけさせテンパサｰルの安宿の一室

を予約する.

宿の予約といえばインドネシアでの旅行はホテノレ

をとることがとても大変祖のだ.バンドンの私たちの

泊まっているrホｰマン｣という一級ホテルなど1ヵ月

ぐらい前でも断わられることが多い.シャカノレタス

マランスラバンジョグジャ等すべてホテルは大ふ

っ底だ.ところが私たちは今まで一度もこれらのホ

テノレを予約したことがない.というのは何目にそこ

へ行くかを決定的に予定できないからだ.仕方なく

いっも行き当たりぱったりでやって来る.たいていは

りっぱなホテノレは門前ばらいだ.やむ祖く近くの小さ

なまちまでとぱしてそこのロスメン(木賃宿)に泊ま

るのだ.

インドネシアには｢ホテノレ｣というのと｢回スメン｣

というのの2種類ある.ホテルというのはたいてい

食事つきで1泊50～300ルピヤロスメンは食事なしで

5～30ノレピヤであった.私たちはロスメンに泊まっ

てまちの食堂へめしを食べにでかけたことが多い.

バリでもそのっもりでいたら例の子供が｢それは不可
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能だ｣という.しかたなく電話をかけさせた次第.

さてあけて3月27目いよいよバリ島へのりこむ目

早朝に起きて船台杜へ交渉にでかける.幸運にも相

客のくるまがあって9時ごろ砂浜からランドロバｰを

米軍払い下げの上陸用舟艇に乗せてバリ海峡へと乗り出

す.2台のくるまで1そうの舟をチャｰタｰするの

だからかなり高価だ.たしか500ルピヤもとられたと

記憶している.おまけにそれらの事務手続きをして

くれた不思議な男が1人いて私たちといっしょに乗っ

てきた.そして｢バリ島側すなわちギリマヌック

には税関があってかなり面倒だが私がっいておれぱ

大丈夫だ｣という.外国人とみるとそのような世話

をやいているてあいだ.いずれチップをやらねばなる

まい.

｢バト｣で冷やした頭も前夜のバニュワンギで又あた

ためられ暑い太陽の照りつける波止場での乗船作業に

いささかバテていたところさすがに海上の風はさわや

かで去り行くジャワと近づくバリをながめ肢がら皆

ベリにあるいく種麟かのダンスの内これはケチャック･

一名モンキｰダンスといい男性合唱が美しい

ダンス�
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設けてあるというわけだ.とは言え私たちは何のや

ましいところもないし急ぐ旅でもない.ノンビリと

構えていたら例の男がきてr自分がうまく話をっけて

きたからここから出てよい｣と言って裏口とおぼし

き間道へくるまを導き自由の身にしてくれた.200ル

ピヤを要求したが私たちから頼んだわけでなく自分

1人で勝手にやってくれたことなので始めは1ノレピヤ

もやらないっもリだったがまた帰り道もあることなの

で100ルピヤを渡す.｢テレマカシ(有り難う)｣と言

って去ったが聞けばもとここのポリスだった男だそ

うだ.道理で顔のきくわけだ.

バリには彫刻家が多いウブヅド近くの有名な彫刻

店の職人たち

悦に入っていた.ギリマヌックそれは海よりのバリ

の表玄関である.だが放んとお粗末な玄関汰のだろ

う.外国人のよいお客はその大部分が空路入島する

のでここにはりっぱな玄関は必要でないと考えてい

るのだろう.私たちのくるまも砂浜から上陸する.

そのために｢とも｣が平たくて開閉できる上陸用舟艇が

便利なのだ.なるほどさっきの男が言ったように

一応税関みたい枝ものがあって島から出入りするもの

の持ち物を調べている.

考えてみるとその目的が2つある.1っはいわ

ゆる経済統制だ.終戦直後目本各地でも行なわれて

いたヤミ物資の取り締まりと全く同じでこめの多いバ

リからジャワヘのかっぎ屋が横行しているからだ.

他の1つはバリは観光地として外国人でも空港は

か枝ゆ自由に入出国させている.そのため悪質な密輸

商は外国からシャカノレタを素通りしバリ空港から出入

国するという手があるわけだからここに関所が1つ

ギリマヌックをあとにくるまはバリ島内を走り出し

た.道路工事が目立つかたり良い道路ではあるが

もっと良い舗装にしようというのだろうか?工夫は大

部分が女である.バリは女のかせぐ島と聞いてきたが

まさにそのとおり大きな一がかえもあるような石塊

やざるに盛った石を頭上に乗せて運んでいるものそ

れをならしているものほとんどが女である1男はと

さがすと数少ないブノレトｰザｰや回一ラｰの運転をし

たりヤシの葉を立てて作った目陰でコンコンと石を割

ったりしていた.いったい大多数の男共はどこで

何をしているのだろう.

女が頭上にものを乗せて歩くのは日本でも大島など

で見られるが東部ジャワマズラ島バリ島では珍し

くない.ただどこでも共通校点は女性だけにある習

慣で男にはみられない.ノ'イヒｰノレでチョコチョコ歩

く女性の姿にエロティシズムを感じた欧米人と同じよう

に頭上にものを乗せて歩く女性の物腰には一種ただ

租らぬ魅力のあるものだ.女たちもそれを十分に意識

しているし男たちも結構楽しんでいる.もちろん私

古代仏跡の1つなかなか蜆横が大きい

古寺�
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たちもr男たち｣の仲間に入れてもらうことにした｡

ジャワからバ1jにやって意た人たちは水田が非常に

整然としてい似)には驚かされる出かんがいもきわめ

て完備してお!)稀閏の区鰯も整然としてい爪あ花

がも冒本の四鰯あた簑肌沈かをドライブしている感が

ある封そもそもインドネシアの農業はあれだけよく

開かれたジャジでさえも資本の農業と比べるとかなり

幼稚であ導雑然としている｡だがここバリにくると

仲冷よく整っておりそしてかなり裕福に屍受けられゐ

とにかくくるまは約2時間のドライブでデンバｰザ

ノレに乗り込んだ.まず予約してあった三級ホテノレに

くるまを止め｢夕方までに連絡しなければ泊まらないか

ら｣と告げチップを少しやって再びまちへ何はとも

あれ世界のバリにきたのだから第一級のホテルに泊ま

ろうでは扱いかと有名な｢バリホテノレ｣へ乗りつける

受け付けに現われたほこりだらけの作業服の男たちを

うさんくさそうに見ていた係は｢2晩だけなら小さい

へやがある｣という.0Kとばかりジｰプから荷物

を降ろし3入で1へやに入る.

運転手のスカンダは自分だけ他の所に泊まりたいと

いう.そんな古い植民地的風習はやめて私たちとい

っしょに泊まろうではないかこのバリホテノレだって元

はオランダのものかも知れ扱いが今では明らかにイン

ドネシア人のものでありインドネシア人の運転手が泊

まっても何も不思議は柱い…･こうなだめて同宿する.

そもそも古い過去はもちろんのこと今でもそれが地

質調査所から派遣された調査隊の場合でさえも白人た

ちならインドネシア人の運転手には小銭を与えて別の

アメリカ人画家ブランコ氏は奏しいダンサｰの奥

さんをもらってバリに永住を決めた日本から買

ってきた八ツ折れソｰリをはいていた

最低の宿に追いやってしまうのが普通である.だが日

本人には伸々それができないぱかりで渋くかえって

そのような習慣に大きな抵抗を感じ今までもいっもい

っしょに泊まってきた.そのように私たちの気持をよ

く理解しているはずのスカンダでさえもさすがバリ

ホテノレとなるとやはりいくらか気おくれすると見える.

旅行には計画がつきものである.プランニングの上

手下手はその旅行のすばらしさに大いに関係する.

とりあえず私たちは｢ニツｰノレと呼ばれる国営旅行杜

に飛び込んだ.このニツｰル(NITOUR)という名は

NationaユIntemationa1TouristBureauの略であるが

これはもともとオランダ人の手で経営されていたもの

でその当時はNetherlandandIndonesianTourist

Bureauという名前で略して同じく“NITOUR"と呼

んでいたものである.す租わちインドネシア国営舎

杜になってからの名前を以前からの略称に合わせて作っ

たものである.｢ニツｰル｣の係員の説明を聞いて

｢エレファント･ケｰブ｣というから象でもかっているの声･と思ったら

市代人穴居の入Plにごらんのように彫刻したもの眉は項灰質凝灰桝

一片;･の門(北パリにて)�
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羽鐵からのプランを立てガイ1切批請などを約してま

ちをぶらつきに出る甜

まちを探訪するにかけては同行の駒谷氏にいψバ!3

…ド巻れている私である曲私とて探訪癖が扱いわけで

獄ないが彼の情熱は例といってもものすごい占とは

いえカンカン照りの午後の畿ちは例によって静かな

夜ふけのようである曲商腐は閉じているし歩行者も

少なく軒下にウツ減な簿をしてたたずんでいる人膚の

姿を混るのはインドネシア印どこへ行っても大した変

りはない曲結局つ凌らないということになりホテ

ルに引き上げてひるねすることにする.

ひるねといえぱこれまた日本流に考えると何たる在

まけ者よとおしかりを受けそうだがこれがまたこの

地の生活には必要欠くべからざることでフィｰノレド調

査中はともかくとしてバンドンのような涼しい所での

生活でもよくひるねを楽しんだものだった.

あまり気のりのし放い運転手のスカンダをも誘って

ホテノレの食堂で晩飯を食べた.まちの食堂で食べるの

と異なりいわゆる欧米式に固苦しいマナｰが必要であ

る.ところが私たちは既にご存知のとおり調査着姿

の一行だ苗でも心臓の強さにかけてはけっして人に

ひけをとらない者ばかりだから何のことはたい.始め

はオドオドしていたスカンダもずく大いばりでぱくっ

き出した.フォｰクの持ち方やナイフの使い方など

を教えてやっている私たち作業服姿の不礼者たちを白

人の観光客たちはどう思って見ていただろうかと思う

と神々おもしろい.

夜ホテルの前のベランダで休んでいると何人もの

｢ポン引き｣がやってきた.｢ポン引き｣といっても

これはセメントで造ったもの色はあ

でやかであるが余り趣味はよくない

嚢･

岬寺の水蓮の花咲く池(東音i三バリ)

ここの｢ポン引き｣は他の所のように女を世話しようと

いうのではない.ただ｢どこそこで踊りをしているか

ら見に行かないか?｣といういとも高級祖奴であ

る.踊りの見物はバリ島観光のうちで最も重要たも

のであり既にrニツｰノレ｣の打ち合わせで後目参観

することになってはいたがこの種｢ポン引き｣につい

て行くのもまた'興と彼を私たちのくるまに同乗させ

て近くのカンポン(部落)へとでかけた.日本でいえ

ば鎮守の森といったよう校所高いヤシの木に囲まれた

広場に簡単なテントが張ってありその周囲には既に何

百人もの女子供が集まっていた.今夜の踊りは｢ジョ

ケット｣と名付けられたものでいくっかの種類のうち

有名なものの一つである.しかも庶民的ふんいきに富

み現在でも大衆の中にとけ込んでいるものだ.

その踊りの中心には1人の美人ダンサｰでその女が

ガメラン音楽(インドネシア古来のもので主として

打楽器から成り時に弦楽器や管楽器も加わる)に合わ

パサｰルの女たち菅は上半身裸派で有名であったが今では

政令によりブうジャｰを着用している�
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せからだをくねらせて踊りながらその相手役の男性

を彼女が自分の意志で観衆の中から選ぶのである.彼

女の扇子でタッチされた男は見物人たちの歓声に送ら

れて中央の踊り場へと出て美人ダンサｰと相対し彼

女をリｰドするがごとく又彼女を困らせるがごとく踊

りまくる.だがけっして欧米の社交ダンスたどのご

とく彼女のからだにふれることは許されない.その

間ガメラン音楽はやけにガチャガチャ鳴りさかんにム

ｰドをかきたてるのだ.駒谷氏と私はただ黙って

その何となく土人くさいそしてショｰに似た完成され

ているのか未完成なのかわからない踊りに見とれて夜

のふけるのも忘れていた.

次の目3月28目rニツｰル｣のガイドの案内でデ

ンバサｰル付近の古寺巡礼ということに相成った.も

ともと寺社仏閣にはなんの興味もないし歴史に対して

も校んらの知識も持たたい私はかってロｰマに遊んだ

時非常に退屈を覚えてさっさと逃げ出し;…君よ知る

や南の国｣へとドライブを楽しんだことを思い出した.

綴総灘

ハサルの水かめ店

工合にして出てくるだけだ.金はかなり持っており

1万ルピヤでも2万ノレピヤでも買い物をしようと思うの

だがこの芸術ではね…･本当をいってテンパサｰル

にナイトクラブが無かったのが全く不幸申の幸いであ

ったような気もする.

テンパサｰルの北方約20㎞ウブッドという小さなカ

ンポン(部落)に米人画家が住みっいておりかなり有

名なので彼を訪れてみる.名は｢ブランコ｣数年前

東京の銀座でも個展を開いたことがあり日本でも名を

知られた青年画家の1人であるとのことだ.小高い丘

の上だぶん小さい古寺だったものを買い取りそれを

改造して住み込みさらに付近の凝灰岩を利用したブロ

ックでりっぱなアトリエを建て仕事に専念していた.

美しい奥さんはもとバリの一流の踊り子とのこと私

たちにもポｰズをとってくれた.かわいい女の子は

ここの踊り子にするのだそうだ.画家にほずいぶん変

った人もいるようだがブランコ氏などもかなり変った

人の1人だろう.金はアメリカから送ってくるらし

い.絵は売れても売れなくてもかなり高い値だとの

闘鶏まさにとびかからんとして見物人はカク

ズをのんで見まもっている�
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色とりどりの美い㌔おだんごを頭上にのせて

お寺へお供えを寸る(バリのお祭)

ことだ.

昼食をとったのはたぶん昔の豪族か王侯の家と思

われる家でホテルではないが頼めば泊めてもくれる

し食事もできる.中庭に建てた｢あずまや｣に用意

されたテｰプノレにっき何人かのボｰイにかしずかれて

西欧式にナイフフォｰクで食べるインドネシア料理は

何となく植民地の役人に狂ったみたいでおもはゆいもの

であった.東京にも家の造りをお城のようにしお

客には大名の着物を着せ大きな床にすわらせて古式

ゆかしい着物を着た美女が食ぜんにかしずく旅館がある

と聞いたがお客の気持はこのウブッドでのそれと似た

ようなものだろう.

テンパサｰル付近を1目で切り上げた一行は3月29

目東部バリヘくるまを走らせその夜は高原のカンポ

ン(部落)キンタマニに泊まった.東部バリにもギ

アンジャｰノレグルンクンカランアセム等かたりの

まちがある.どこへ行っても人の多いのはジャワと

変りない咀人口密度は世界でも屈指である.いずれ

も蜜た扱い凌ちだ.あちらこちらのバザｰルを屍て歩

く出

いち

バザｰル&いうのは市のことで常設のものもあれば

目を決めて開かれるい川ある｡いずれも書わめて雑

然としていて全く巷たない曲農球が持ち込む農産物象

ちで仕入れてきた雑猪などが雑然と並んでいる曲ここ

では蹄に絃物々交換も可能である世主として婦人連

硬)いひゆ揚であ…)杖交揚で勅りそして時閥っぶし

の揚である曲だがバリのバザｰルでジやワのそれ

と異なった､焦は私たち外人観光客がブラブラ歩いて

カメラを向けても全く気にもかけ扱い点だ出ジポヌ

ではこんな所でカメラを出そうもの匁らそれこそ黒

山ク)人だかりわれ先にと写してくれと壊漢ってくる甫

さすが世界の鶴光地バシではこんなことはない也時

にはカメラを向けるといや匁顔をする人たちもいるく

らいだ､バシ島の東端に岬寺というのがあるヒンズｰ

教(肯い仏教の一派)の吉誇であるが海は繭した小高い

尻の中腹にあって水繭一繭ぽ咲くハスの花が美しく

篇本の仏教¢)寿とはおよそかけ離れた鑓物などとて))

どかである､バリ島といってもこご凌で来れば観光

客などおらずだれもい扱い線かな古詩が私たちを待っ

ていた語

バリには闘鶏というのがある.^般大衆にとけ込ん

だ遊びでか恋ゆ広く行桂われている.だれカミその責

任者になるのかよく知らないが10人～100人の男たち

が集まって円形をつくりその中へお互の愛鶏を2羽は

なす.各が観衆でありそして鶏の持ち主である.

すべておんどりでありめんどりは使わ放い.けづめ

の所に細いとぎすましたナイフを結びっけられお互に

血を見てさらにエキサイトし闘志をもやす.突き所

が悪ければ一突きで参ってしまう.バタバタあえぎ

ながら土に倒れる相手を見て勝った方は意気揚々だ.

負けた鶏はもちろん勝った鶏でもあまりにも傷ついて

いる場合にはその場でパッサリ首を切られ食肉にまわ

される.いずれにしてもかけ値はたいしたことなく

せいぜい5～10ルピヤづっを出し合っているようだ.

東部バリを見物した私たちは夕日の沈むころ高原のカ

ンポン(部落)キンタマニヘ向かって全速力でくるまを走

らせていた.日本人にはやや面白い名まえのキンタマ

ニはバツｰル火山の外輪山の上にあり標高1,500m

か抵り寒い.インドネシアの生活にとって時々この

ように高い所へやって来て頭を冷やすのは非常によい

ことである.テンパサｰルではホテノレのへやがとれな

いというのに希ン争㌢ぶで滅私淀ちのほかに申国人

夫蜜が^組怒けでいかにも静かで快適であった｡

次⑳黒北海緯へ繊てクプタンフアンを経てかって

のバリの首都シンガラジヤを屍物級行く､例定もれず

きたない塞お怒が簑肩末ばとζでもお寿の祭りでこ

こでもいくっかの行例を見たガメラン楽籍を先頭に着

飾った人食の行例その大部分は女性で頭上にたくさ

んの供え物を乗せている曲はとんとが色ピ)どりのだ

んざ然苗

そ㍍てその夜ブラタン湖の湖畔ブドグルで湖畔の

惰に泊蛮る血客は私たちだけ畳宿の主人のすすめで

私たちのみでジ鷲ケ=ジトダンスのチｰム菖｡人位を1峰ん

でヨ王侯気分を味わったことは一生忘れられ狂いであゐ

う.(筆青は鉱床部禽鰯紳�




